




「大東亜戦争と斯文」『斯文』第 24編第 10号、1942年 10月、17頁）
「我が斯文会は、皇道に醇化せる儒教を以て教育に関する勅語の趣旨を宣揚し奉る、簡
単にいへば水戸学といつてもよいのでござる」（宇野哲人「時局に対する斯文会の使



























































も、日本思想史上において初めて登場する。この時期は、帝国日本が 1933年 3月 27日に
国際連盟からの脱退を宣言し、国際社会から「孤立日本」へと進んでいた時期にあたる。
1921年 3月 18日に提出された木下成太郎 (1865–1942)他 10人の衆議院議員による「漢学




























4 4 4 4 4 4 4
　祖宗列聖ノ貴訓タル












前章の冒頭で述べたように、貴族院議員であり、大東文化学院の第 7代（1932年 1月 30



















































































醒」（『春秋』第 2巻 3号、ハングル文、1941年 4月）をそれぞれ発表している。これらの
論考は、これから考察する「皇道儒学」（『儒道』第 1号、1942年 5月）・「皇道儒学（二）」
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を作り、尊皇思想の源泉をなした」（傍点は引
用者）と、安は説明する。また、「皇道と儒道との融合醇化
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、融合渾涵
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、幾多碩学の
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、渾然一体となし
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、素行の影響の如何に偉大にして且つ年を経るに随
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るかを知るべきである
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。之れを仁斎
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・徂徠の学派の今日全く廃れて後継者なき
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に重きを置き、
忠孝一本
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、実践躬行

















































この引用文は、朝鮮儒道連合会の日本「聖地参拝」（1941年 10月 17日～11月 4日）54)に




















































































































 1) 朝鮮王朝時代の最高教育機関であった成均館は、植民地期の 1911年に経学院と名称を変え、財
政的な側面を含め、朝鮮総督府の監督する朝鮮儒者の機関となった。
 2) 明倫学院は朝鮮総督府令 13号に基づき、1930年 2月 26日に設立された。1933年 2月 16日に 2
年制から 3年制に改定・変更された。その後、1939年 2月 18日に明倫専門学院に改称、改変さ
れる。朝鮮総督府令第 13号の明倫専門学院の規定第 1条には、「明倫専門学院ハ皇国精神ニ基キ
儒学ヲ研鑽シテ国民道徳ノ本義ヲ闡明シ忠良ナル皇国臣民ヲ養成スルコトヲ以テ目的トス」（『朝
鮮総督府官報』第 3623号、1939年 2月 18日）と明記されている。明倫専門学院は、以後の
1942年 3月 17日に明倫専門学校に昇格されるが、1944年 10月 14日には朝鮮明倫錬成所に改
組された。
 3) 明倫学院講師を経て明倫専門学校教授兼経学院司成となる安寅植は、1925年 4月に大東文化学
院高等科に入学し、1929年 3月 25日に同学院同科を卒業（第 3期卒業生 21名の一人）する。
また、安と同様に明倫専門学校教授となる朱柄乾は、安と同じく朝鮮京城普通学校付設の臨時教
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の復興を賀す」『斯文』第 17編第 5号、1935年 5月、24頁）との見解も述べている。
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